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1.はじめに 

2004年7月に多摩美術大学美術学部工芸学科陶研究室が主催して行われたシンポジウムを皮切りに，以降第３回

まで，近年の変化著しい工芸概念の変容と大学を取り巻く環境の変化を受けて，日本の美術大学における新しい陶

教育のあり方を研究し提言することを目的とした研究会が，主な美術，芸術大学の教員によって行われた。そのな

かで，井上雅之が陶の教育，陶による教育において自ら学ぶ姿勢「自分で自分を教育する」ことについて提言して

いる。これは，問題を発見し，問題の根幹を探り，「学ぶことを学び，学び方を学ぶ」ことができるのは「教えな

い教育」，「教え込まない教育」によって得られるものではないかというのである(1)。これは美術，芸術大学関係者

による発言であるが，教員養成系大学の工芸教育においても同様であると考える。大学生が必然的に自ら発見し取

捨選択をしながら学び得ていくために，大学生と教員が協働し学ぶ場をつくっていくことが重要ではないだろうか。

たとえば自分で自分を教育する場づくりのひとつとして，学外に向けた工芸活動をあげることができる。素材を通

した人の内面への働きかけが，その向き合い方によって自身の内面へも何らかの働きかけがおきてくるということ

である。 

2015年と2016年の8月に，小学生を対象にした陶芸教育活動の機会を得た。大学生が主体となり，１日限りの

授業である。この実践によって児童向け工芸教育の可能性を探っていくなかで，実はそれ以上に実践する側の学び

が深いことに気がついた。本報告は，鹿児島大学教育学部音美棟工芸実習室を使用し行われた，異学年集団に対す

る陶芸活動をもとに，児童に対する題材の検討と指導者として活動を企画する大学生の学びを並列させながら述べ

ていくことで，児童と向き合いながら大学生がどのように変化していったのかを記録し，この実践にどのような価

値があり他の教育実践に敷衍可能か考えていくものである。 

 

2.学習指導要領における工芸教育の位置づけ 

2-1．小学校及び中学校，高等学校学習指導要領（2008年，2009年） 

時代の変遷とともに因果関係をもちながらその言葉や概念が形成されてきた工芸は芸術の一ジャンルとして確

立されてきたが，学校教育のなかでの位置付けはどうであるのかここではまとめていく。 

中学校学習指導要領において美術科の内容は表１のように「A表現」と「B鑑賞」，〔共通事項〕から構成されて
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表１ 中学校美術科 内容の構成 

B鑑賞

（１）感じ取ったことや
考えたことなどを基にし
た発想や構想

（２）目的や機能を考え
た発想や構想

（３）発想や構想したこ
となどを基に表現する技
能

（１）美術作品などのよさ
や美しさを感じ取り味わう
鑑賞

（１）「A表現」及び「B鑑賞」の指導
を通して指導

感じ取ったことや考えた
ことなどを基に，絵や彫
刻などに表現する活動を
通して，発想や構想に関
する次の事項を指導する。

伝える，使うなどの目的
や機能を考え，デザイン
や工芸などに表現する活
動を通して，発想や構想
に関する次の事項を指導
する。

発想や構想をしたことな
どを基に表現する活動を
通して，技能に関する次
の事項を指導する。

美術作品などのよさや美し
さを感じ取り味わう活動を
通して，鑑賞に関する次の
事項を指導する。

「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通し
て，次の事項を指導する。

ア　主題の創出
ア　構成や装飾を考えた
発想や構想

ア　創意工夫して表現す
る技能

①造形的なよさや美しさな
どに関する鑑賞

ア　形や色彩などがもたらす感情の理
　解

イ　主題などを基にした
表現の構想

イ　伝達を考えた発想や
構想

イ　見通しをもって表現
する技能

②生活を美しく豊かにする
美術の働きに関する鑑賞

イ　対象のイメージの把握

ウ　用途や機能などを考
えた発想や構想

③美術文化に関する鑑賞*2

絵や彫刻など デザインや工芸など
*2「B鑑賞」の事項については，第１学年では指導事項のアが①，イが③，第２学年及び第３学
年では指導事項のアが①，イが②，ウが③である。

内容の構成（全学年）

領域
〔共通事項〕*1

A表現

*1〔共通事項〕は，「A表現」及び「B鑑賞」において，共通に必要となる資質や能力であり，
すべての学習活動の支えとなるものである。

表２ 高等学校芸術科 工芸Ⅰ内容 

芸工と会社）２（芸工と活生な近身）１（

ア　自然や素材，身近な生活や自己の思いなど
から心豊かな発想をすること。

ア　社会的な視点に立って，使う人の願いや心
情，生活環境などを考え，心豊かな発想をする
こと。

ア　工芸作品などのよさや美しさ，作者の心情
や意図と表現の工夫などを感じ取り，理解を深
めること。

イ　用途と美しさの調和を考え，日本の伝統的
な表現のよさなどを生かした制作の構想を練る
こと。

イ　使用する人や場などに求められる機能と美
しさを考え，制作の構想を練ること。

イ　制作過程における工夫や素材の生かし方，
技法などを理解すること。

ウ　制作方法を理解し，意図に応じて材料や用
具を活用すること。

ウ　制作方法を理解し，意図に応じて材料や用
具を活用すること。

ウ　自然と工芸とのかかわり，生活や社会を心
豊かにする工芸の働きについて考え，理解を深
めること。

エ　手順や技法などを吟味し，創意工夫して制
作すること。

エ　手順や技法などを吟味し，創意工夫して制
作すること。

エ　日本の工芸の特質や美意識に気付き，工芸
の伝統と分化について理解を深めること。

A表現

工芸Ⅰ　内容

　　B鑑賞

いる（表１）。この「A表現」は発想や構想の能力と創造的な技能を育成するものであり，その表現活動の目的や特

性から大きく２つの活動に分けられる。ひとつは，感じ取ったことや考えたことなどを基に自己の表したいことを

重視して発想や構想をし，自ら生み出した主題を形や色彩などで具体化する絵や彫刻の活動であり，もうひとつは，

自己の表したいことを生かしながらも目的や機能をふまえて発想や構想をし，飾る，伝える，使うなどの目的を実

現するデザインや工芸の活動である。すなわち，中学校美術科では「絵画」，「彫刻」，「デザイン」，「工芸」という

４つの表現方法によって活動しているということになる (2)。 

 

しかし，高等学校になると，美術科のなかに位置づけられていた工芸は美術と分化される。芸術科として音楽，

美術，工芸，書道と科目分けされており，それまで美術科における表現活動のひとつとして取り扱われてきた工芸

が，「絵画」，「彫刻」，「デザイン」とは別な位置づけがされているのである。工芸教育によって育成する資質や能

力は，表２の工芸Ⅰの指導内容からわかる (3)。 

では，小学校図画工作科ではどうだろうか。小学校図画工作科においては工芸という言葉は使われず，表３のよ

うに児童の発達段階に応じて導き出された内容になっている（表３）。表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働か

− 306 −

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第26巻（2017）



清水 香：大学施設を活用した大学生・教員協働による児童向け工芸教育の展開 

 3

B鑑賞

（１）材料を基に造形遊びをする活
動を通して，次の事項を指導する。

（２）表したいことを絵や立体，工
作に表す活動を通して，次の事項を
指導する。

（１）作品などを鑑賞する活動を通
して，次の事項を指導する。

（１）「A表現」及び「B鑑賞」の指
導を通して，次の事項を指導する。

ア　発想や構想の能力と活動の概要 ア　発想や構想の能力と活動の概要 ア　鑑賞の能力と活動の概要 ア　形や色などに関する事項

イ　発想や構想の能力と活動の方法 イ　発想や構想の能力と活動の方法 イ　鑑賞の能力と活動の方法 イ　イメージに関する事項

ウ　創造的な技能 ウ　創造的な技能

領域

A表現
〔共通事項〕

内容の構成（２学年ごと）

表３ 小学校図画工作科 内容の構成 

せながら，つくりだす喜びを味わうようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を

養うことを目標にしており，表現によって材料を基に造形遊びをする活動を通して育む内容や表したいことを絵や

立体，工作に表す活動を通して育む内容となっている(4)。すなわち，中学校美術や大人が一般的に利用する意味で

の工芸は存在せず，未分化な表現活動のなかで一体的，総合的に取り扱われているのが特徴である。 

2-2．工芸の性質‐図画工作科における工芸教育の可能性 

学習指導要領における工芸の位置づけをみると，小学校図画工作科では美術の領域分野での捉え方ではないが，

包含的に工芸内容を盛り込んでいる。絵や立体，工作に表すなかには，自分の生活に結び付けながら用途あるもの

をつくる活動があり，その活動のなかには材料からつくりたいものを発想する側面と，つくりたいものが先にあっ

てそのための材料を選んでつくる活動の二つの側面がある。発想と材料はお互い働きかけながら深く関わり合うの

だが，この材料について考えてみる。児童に適した材料は紙や粘土，自然物など様々であるが，工芸のなかでも陶

芸で用いる土という自然素材は，児童の心に直接語りかける材料として有効的に活用することができるものと考え

る。小学校学習指導要領解説の内容の取扱いと指導上の配慮事項では，児童は両手を十分に働かせ，感触や手ごた

えを楽しめるような土粘土に親しませることが重要であり，また土粘土は焼成することによって独特の美しさが生

まれたり，生活の中で使えるほどの丈夫さが生まれたりする材料であることから無理のない範囲で簡単な絵付けを

したり釉薬をかけたりすることを経験させながら学んでいくことができるものとして取り扱われている (5)。 

工芸教育という観点から，素材との関わりが児童の感覚に働きかけるものや，焼くという行為によって素材の変

化や美しさに気付くことなど学習の側面を踏まえて学年の枠を外し，工芸的要素を表に出した児童向けの題材を考

えることも可能である。また，鑑賞することによって身の回りの生活や社会に能動的にかかわるとともに，伝統を

継承し文化を創造する力の基礎を培うことも必要になってくる (6)。 

 

3.異学年集団に対する工芸教育実践 

3-1.陶芸活動による実践例 

児童を対象にした陶芸活動は，全国的にみても多く存在する。金沢市が実施主体となり金沢美術工芸大学が関連

している「金沢工芸子ども塾」が２年間を通して全40回半日の実習を行っているが，2016年の募集対象は小学４

年生から中学１年生までの20名となっている (7)。また，愛知県長久手市文化の家において日本工芸会東海支部が

主催している「陶芸 色のついた粘土をつかって茶碗をつくろう」は，２時間の講座で小・中学生15名を対象と
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表４ 参加者の内訳

学年 人数

１年生 4

２年生 1

３年生 3

４年生 2

５年生 5

６年生 1

合計 16

しているが，小学１～３年生については，「内容がやや難しいため保護者の補助をお願

いします」と募集要項に注意書きをしている (8)。更に大阪樟蔭女子大学小坂キャンパ

スで開催された「夏休み！親子で陶芸教室～世界で一つのうつわを作ろう！～」は1

時間30分の講座で，募集対象は小学生とその保護者20組40名としている (9)。これら

のような陶芸活動は，子どもの頃からものづくりに接して工芸の素質を磨く目的や親

子でコミュニケーションをはかりながら楽しむためのものが多く，発達の差が大きい

小学生においては対象を絞り保護者の補助を得ることが活動の内容を充実させるため

には必要である。しかし，今回機会を得た本活動は，参加者が小学１年生から６年生

までの全学年の児童であり（表４），保護者の付き添いはない。小学１年生から６年生

までの異学年が全員同じ題材で取り組むことは非常に難しく，発達段階の違いや活動内容の差異をふまえた活動内

容でなければならないということになる。また，多くの陶芸講座が１時間30分から２時間という時間設定をして

いるなか本実践は３時間という長時間の中で行うため，内容の構成をより検討しなければならない。 

3-2.実践目的 

本実践に向けて，まず目的を明確にする必要がある。目的とは，筆者の視点からみた，児童に対する活動の目的

と実践する側である大学生に対する目的であり，それぞれの目的は，以下の通りとなる。 

○児童に対する活動の目的 

ア つくる楽しさを発見し，つくったものを自分の生活に生かすよさに気付くようになる 

イ 周りの人と協力するなかでつくり，相手のよさに学び合うことができる 

ウ 自然のなかに潜む形の面白さに気づいて発想・構想ができる 

エ つくったものを使うことのよさが分かり，コミュニケーションを図ることができる 

○大学生（指導者・補助者）に対する実践の目的 

ａ 学習指導要領の精神・ねらいをふまえて素材研究ができる 

ｂ 目標に向かうまでの過程を組み立てることができる 

ｃ 材料や技法を児童の発達特性に応じて指導する柔軟性を身に付けることができる 

ｄ 指導実践の裏付けとなる陶芸制作の追求を深めていくことができる 

ｅ 工芸指導の過程を協働で追求することができる 

大学生は，児童の理解と工芸学習の目標と内容をつかみ，児童を育てていく道筋を追求していくことができるよ

うになる。あわせて，裏付けとなる工芸の専門性を研修することができるところに本実践の重要性がある。 

3-3.活動内容の検討 

 本実践は，異学年集団を対象にした３時間のなかで行う陶芸活動である。まず，2-2で説明した工芸の性質をふ

まえながら，小学校低学年児童から高学年児童までの造形活動の特徴をまとめ，一同に行える内容を考えなければ

ならない。低学年児童の造形活動の特徴としては，体全体を働かせてつくることや形の変容に興味を持つことなど

から，つくることと心が切り離せない状況であるということである。また，材料や用具を扱うことで，基本的な扱

いを身に付けたり手や目などの身体の機能を高めることができる。中学年児童になると，扱える材料や用具の範囲

が広がり，もとのものとは異なる形や新たな形を生み出す活動に興味を持つことなどがあげられる。高学年児童は，

－ 312 －− 308 −
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図３ たんぽ作り（砂230g入）

図２ 布張り板（25×25㎝） 

図１ 叩き皿の工程（土１㎏） 

自分なりに納得のいくものを完成させたときの充実感を感じることや，手の力強さや巧みさが増し細かな作業がで

きるようになることなどがあげられる (10) 。このような児童の発達に応じ，図画工作科のなかにみえる工芸的側面

の土という素材（材料）からつくりたいものを発想し，表したい思いを基に発想を広げたりどのように表すか考え，

自分の生活に結び付けていくことができる内容を検討していく必要がある。 

 これらをふまえ，児童が抵抗なく扱える土を材料に陶芸活動のなかで児童全員が関心を持つものは，器づくりが

考えられる。児童の発達段階によって，器に対するイメージの違いや，発想の違い，材料の選択など，多様な器が

出てくることに期待を寄せた。そこで考えなければならないのは，児童の発達の違いによる思い描く発想の違いや，

活動の違いがみられることに十分配慮し指導していくことが大切だということである。本実践は小学校１年生から

６年生までの全学年児童同時に行う活動であるため，同一題材でありながら発達に合わせ技術面で納得がいくよう

考えなければならない。陶芸技法には，大きく分けて「手びねり成形」，「タタラ成形」，「型成形」，「ロクロ成形」

があるが，小学校低学年児童を対象にした場合，この技法に沿った題材は適していないと考える。そこで，幼児，

児童の造形遊びは材料への魅力がきっかけとなり，手や体全体の感覚を使いながら材料と関わっていく(11)というこ

とに着目した。児童の叩くという行為から器へと変容させる内容である（図１）。 

布張りした板（図２）の上で平らになるよう土を叩き，お皿に適した厚

みになったところで縁を立ち上げていく。ここで注意するべきことは，児童

が「適した厚み」を捉えることは難しいということである。厚みの確認は，

表と裏の触覚から実感していくのだが，これは大人でも難しい。そこで用意

したものは，決められた板と決められた量の土である。お皿に適した厚みは

１㎝と考え，決められた板いっぱいに決められた量の土を伸ばすと必ず１㎝

になるよう，叩く行為を止めるタイミングを印したのである（図１）。また，

「平らになるよう」支援するものとして，道具の呈示も必要である。土を叩

く力は児童の年齢や個人差が大きいため，陶芸の型成形で使用する“たんぽ”

（図３）という道具を用意した。たんぽは握る部分と玉の部分を使いながら

土を徐々に潰していくことができる道具であるが，握るという動作や振りか

ざし叩くといった体全体の感覚を働かせる効果が得られる。 

 実践の流れのなかで，もうひとつの活動「絵付け」についても検討した。

絵を描くことは，表３のように平面に限らず立体物に施すことも考えられる。

陶芸技法の下絵付けは，児童が自分の思いを絵具によって表現する活動とし

て適している。絵付けをする素地は事前に用意しなければならないが，素地
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表４ 参加者の内訳

学年 人数

１年生 4

２年生 1

３年生 3

４年生 2

５年生 5

６年生 1

合計 16

しているが，小学１～３年生については，「内容がやや難しいため保護者の補助をお願

いします」と募集要項に注意書きをしている (8)。更に大阪樟蔭女子大学小坂キャンパ

スで開催された「夏休み！親子で陶芸教室～世界で一つのうつわを作ろう！～」は1

時間30分の講座で，募集対象は小学生とその保護者20組40名としている (9)。これら

のような陶芸活動は，子どもの頃からものづくりに接して工芸の素質を磨く目的や親

子でコミュニケーションをはかりながら楽しむためのものが多く，発達の差が大きい

小学生においては対象を絞り保護者の補助を得ることが活動の内容を充実させるため

には必要である。しかし，今回機会を得た本活動は，参加者が小学１年生から６年生

までの全学年の児童であり（表４），保護者の付き添いはない。小学１年生から６年生

までの異学年が全員同じ題材で取り組むことは非常に難しく，発達段階の違いや活動内容の差異をふまえた活動内

容でなければならないということになる。また，多くの陶芸講座が１時間30分から２時間という時間設定をして

いるなか本実践は３時間という長時間の中で行うため，内容の構成をより検討しなければならない。 

3-2.実践目的 

本実践に向けて，まず目的を明確にする必要がある。目的とは，筆者の視点からみた，児童に対する活動の目的

と実践する側である大学生に対する目的であり，それぞれの目的は，以下の通りとなる。 

○児童に対する活動の目的 

ア つくる楽しさを発見し，つくったものを自分の生活に生かすよさに気付くようになる 

イ 周りの人と協力するなかでつくり，相手のよさに学び合うことができる 

ウ 自然のなかに潜む形の面白さに気づいて発想・構想ができる 

エ つくったものを使うことのよさが分かり，コミュニケーションを図ることができる 

○大学生（指導者・補助者）に対する実践の目的 

ａ 学習指導要領の精神・ねらいをふまえて素材研究ができる 

ｂ 目標に向かうまでの過程を組み立てることができる 

ｃ 材料や技法を児童の発達特性に応じて指導する柔軟性を身に付けることができる 

ｄ 指導実践の裏付けとなる陶芸制作の追求を深めていくことができる 

ｅ 工芸指導の過程を協働で追求することができる 

大学生は，児童の理解と工芸学習の目標と内容をつかみ，児童を育てていく道筋を追求していくことができるよ

うになる。あわせて，裏付けとなる工芸の専門性を研修することができるところに本実践の重要性がある。 

3-3.活動内容の検討 

 本実践は，異学年集団を対象にした３時間のなかで行う陶芸活動である。まず，2-2で説明した工芸の性質をふ

まえながら，小学校低学年児童から高学年児童までの造形活動の特徴をまとめ，一同に行える内容を考えなければ

ならない。低学年児童の造形活動の特徴としては，体全体を働かせてつくることや形の変容に興味を持つことなど

から，つくることと心が切り離せない状況であるということである。また，材料や用具を扱うことで，基本的な扱

いを身に付けたり手や目などの身体の機能を高めることができる。中学年児童になると，扱える材料や用具の範囲

が広がり，もとのものとは異なる形や新たな形を生み出す活動に興味を持つことなどがあげられる。高学年児童は，

－ 312 － − 309 −
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表６ 実践までの流れ 
日付

ポイント1≫ 57日前 授業内容の検討1

参加学生全員（院生2人，4年生2人，3年生3人）と教員でのミー
ティング。教員から実践についての説明を行ったあとリーダー決
めを行い，授業内容のアイデアを出していく。次回のミーティン
グまでに更に内容について考えてくる。

学生全員 教員

ポイント2≫ 43日前 授業内容の検討2

リーダー主導により更にアイデアを出し合う。その中から，児童
の発達を考え可能な内容かどうか技法を中心に絞っていく。更
に，児童の喜ぶ姿を思い浮かべ，児童の達成感を味わえる活動，
家に持ち帰ったあとによさを味わい家族内のコミュニケーション
を深められる活動であるかを考え更に絞っていく。最終的に２つ
の活動を決定する。

学生全員

ポイント3≫ 29日前 授業内容の検討3
リーダーからの報告により，２つの活動の方法や本実践の目的を
説明。当日までの作業日程を説明し，協力を促す。

学生全員 教員(指導)

ポイント4≫ 28日前 貯金箱の原形作り 土の塊で原形となる形を吟味していく。 院生1人(リーダー) 教員(指導)

貯金箱の型紙作り パーツごとの型紙を厚紙で作る。（3セット） 院生1人(リーダー)

材料の発注 古信楽土（細）5俵，下絵具セット2箱 院生1人(リーダー) 教員

22日前
貯金箱の素地作り
＜土のスライス＞

古信楽土（細）を厚み10㎜のタタラ板でスライスする。161枚（7
パーツ×23個分）のタタラ土を用意し，一枚一枚乾いた新聞紙を
挟んでいく。

院生1人(リーダー)，
院生1人

教員

20日前
貯金箱の素地作り＜土の
締め1回目，新聞交換＞

タタラ状の土161枚の両面を，定規を用いてよく締める。湿った
新聞紙を乾いた新聞紙に交換する。

院生1人(リーダー)，
院生1人，3年生3人，
2年生2人(協力)

ポイント5≫
18日～
17日前

貯金箱の素地作り＜土の
締め2回目，新聞交換＞

タタラ状の土161枚の両面を，定規を用いてよく締める。湿った
新聞紙を乾いた新聞紙に交換する。

院生1人(リーダー)，
院生1人

ポイント6≫
16日～
14日前

貯金箱の成形
＜組み立て＞

水分量を減らしたタタラ状の土を型紙に沿って切り，ドべをつけ
ながら接着し家形に組み立てる。タタラ成形の技術を必要とし，
最初は学生も手こずる。「最初はうまく作れず，３つ目位から
ちゃんと作れるようになりました」（学生の言葉より）

院生1人(リーダー)、
院生1人，4年生1人

教員(指導)

14日前 皿参考作品づくり 叩いて作るお皿を実際につくってみる 院生1人(リーダー) 教員(指導)

14日～
10日前

乾燥（5日間）
新聞紙を被せた上からビニールを被せて乾燥（2日間）。ビニー
ルを外し新聞のみ被せて乾燥（2日間）何も掛けずに乾燥（1日間）。

9日前 素焼き
皿見本2点，貯金箱見本3点，貯金箱素地20点を焼成（800℃，14
時間）

院生1人

ポイント7≫
貯金箱参考作品の下絵付
け

貯金箱見本3点に下絵付けを施す。３人がそれぞれ１つづつ担当
し，抽象的な彩色と具象的な描画，その中間といった別々の絵付
けを心がけた。「理想の家，今住んでいる家といったように，絵
付けのイメージも３人バラバラにしました」（学生の言葉より）

3年生3人

参考作品の施釉，
本焼き

皿見本２点に三号石灰釉を掛け，その上から凹凸部にのみ緑釉を
掛ける。貯金箱見本3点に釉薬を掛ける（三号石灰釉、1230℃，
18時間）。

院生1人 教員(助言)

材料，道具の最終確認
リーダー作成のリストと教員作成のリストを照らし合わせ，不備
がないか確認

院生1人(リーダー) 教員

4日前 指導案の提出 リーダー作成の指導案の内容について教員と学生が打ち合わせ 院生1人(リーダー) 教員(指導)

ポイント8≫ 2日前
道具・会場準備，
リハーサル

教室内の片づけと机，道具の準備，当日の打ち合わせと流れに
沿ったリハーサル。特に導入の部分については入念に行った。指
導者となるリーダー以外の補助者は子ども目線で聞くことによっ
て，発問の仕方や内容についての指摘やアイデアなどを出し合っ
た。

学生全員 教員(指導)

授業 リーダー主導，他学生はサポート，教員は記録を行う 学生全員 教員(助言)

皿の仕上げ，
貯金箱の施釉

皿の口をスポンジで滑らかに仕上げる。貯金箱に三号石灰釉をコ
ンプレッサー掛けし作品の裏に付いた釉薬を拭き取る。

学生全員 教員(指導)

ポイント9≫ 振り返り
参加学生7名に，今回の活動についての振り返りを行ってもらう
ため，アンケートの記入を行った。

学生全員 教員

4日後 皿の素焼き 素焼きをする（800℃，8時間） 院生1人

6日後
皿の施釉，
皿・貯金箱の本焼き

本焼きをする（1230℃，18時間） 教員(指導)

9日後
窯出し，ヤスリがけ，
仕上げ

皿・貯金箱を窯から出し，無釉部分である底をヤスリ掛けし滑ら
かにする。貯金箱にゴム栓をする。

院生1人(リーダー)，
院生1人

内容 作業者

当日

23日前

7日前
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表５ 活動内容案（学生作成） 

の形も検討しなければならない。例えばお皿を平面表現におけるキャンバスに見立てて絵を描く活動は考えられる

が，空間を立体的に捉える力を養うことも考え，貯金箱という用途のある立体物に絵付けをすることにした。 

 本実践は，題材名を「お家でつかうものをつくろう！」とし，児童が製作したもののよさを味わい家族内のコミ

ュニケーションを深めることを目標にした。表５は，実際に学生が作成した活動内容案である（表５）。 

 

 

3-4.実践までの展開 

実際，学生が図３の活動内容案を作成し実践するまでに要した時間は約２ヶ月である。そのなかで，学生が「自

分で自分を教育していく」過程がどのように現れているか，また工芸教育の題材としてどのような点に気をつけな

ければならないのか，実際に実施するまでの流れ（表６）をみながら，ポイントとなる点について説明していく。 

− 310 −
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表６ 実践までの流れ 
日付

ポイント1≫ 57日前 授業内容の検討1

参加学生全員（院生2人，4年生2人，3年生3人）と教員でのミー
ティング。教員から実践についての説明を行ったあとリーダー決
めを行い，授業内容のアイデアを出していく。次回のミーティン
グまでに更に内容について考えてくる。

学生全員 教員

ポイント2≫ 43日前 授業内容の検討2

リーダー主導により更にアイデアを出し合う。その中から，児童
の発達を考え可能な内容かどうか技法を中心に絞っていく。更
に，児童の喜ぶ姿を思い浮かべ，児童の達成感を味わえる活動，
家に持ち帰ったあとによさを味わい家族内のコミュニケーション
を深められる活動であるかを考え更に絞っていく。最終的に２つ
の活動を決定する。

学生全員

ポイント3≫ 29日前 授業内容の検討3
リーダーからの報告により，２つの活動の方法や本実践の目的を
説明。当日までの作業日程を説明し，協力を促す。

学生全員 教員(指導)

ポイント4≫ 28日前 貯金箱の原形作り 土の塊で原形となる形を吟味していく。 院生1人(リーダー) 教員(指導)

貯金箱の型紙作り パーツごとの型紙を厚紙で作る。（3セット） 院生1人(リーダー)

材料の発注 古信楽土（細）5俵，下絵具セット2箱 院生1人(リーダー) 教員

22日前
貯金箱の素地作り
＜土のスライス＞

古信楽土（細）を厚み10㎜のタタラ板でスライスする。161枚（7
パーツ×23個分）のタタラ土を用意し，一枚一枚乾いた新聞紙を
挟んでいく。

院生1人(リーダー)，
院生1人

教員

20日前
貯金箱の素地作り＜土の
締め1回目，新聞交換＞

タタラ状の土161枚の両面を，定規を用いてよく締める。湿った
新聞紙を乾いた新聞紙に交換する。

院生1人(リーダー)，
院生1人，3年生3人，
2年生2人(協力)

ポイント5≫
18日～
17日前

貯金箱の素地作り＜土の
締め2回目，新聞交換＞

タタラ状の土161枚の両面を，定規を用いてよく締める。湿った
新聞紙を乾いた新聞紙に交換する。

院生1人(リーダー)，
院生1人

ポイント6≫
16日～
14日前

貯金箱の成形
＜組み立て＞

水分量を減らしたタタラ状の土を型紙に沿って切り，ドべをつけ
ながら接着し家形に組み立てる。タタラ成形の技術を必要とし，
最初は学生も手こずる。「最初はうまく作れず，３つ目位から
ちゃんと作れるようになりました」（学生の言葉より）

院生1人(リーダー)、
院生1人，4年生1人

教員(指導)

14日前 皿参考作品づくり 叩いて作るお皿を実際につくってみる 院生1人(リーダー) 教員(指導)

14日～
10日前

乾燥（5日間）
新聞紙を被せた上からビニールを被せて乾燥（2日間）。ビニー
ルを外し新聞のみ被せて乾燥（2日間）何も掛けずに乾燥（1日間）。

9日前 素焼き
皿見本2点，貯金箱見本3点，貯金箱素地20点を焼成（800℃，14
時間）

院生1人

ポイント7≫
貯金箱参考作品の下絵付
け

貯金箱見本3点に下絵付けを施す。３人がそれぞれ１つづつ担当
し，抽象的な彩色と具象的な描画，その中間といった別々の絵付
けを心がけた。「理想の家，今住んでいる家といったように，絵
付けのイメージも３人バラバラにしました」（学生の言葉より）

3年生3人

参考作品の施釉，
本焼き

皿見本２点に三号石灰釉を掛け，その上から凹凸部にのみ緑釉を
掛ける。貯金箱見本3点に釉薬を掛ける（三号石灰釉、1230℃，
18時間）。

院生1人 教員(助言)

材料，道具の最終確認
リーダー作成のリストと教員作成のリストを照らし合わせ，不備
がないか確認

院生1人(リーダー) 教員

4日前 指導案の提出 リーダー作成の指導案の内容について教員と学生が打ち合わせ 院生1人(リーダー) 教員(指導)

ポイント8≫ 2日前
道具・会場準備，
リハーサル

教室内の片づけと机，道具の準備，当日の打ち合わせと流れに
沿ったリハーサル。特に導入の部分については入念に行った。指
導者となるリーダー以外の補助者は子ども目線で聞くことによっ
て，発問の仕方や内容についての指摘やアイデアなどを出し合っ
た。

学生全員 教員(指導)

授業 リーダー主導，他学生はサポート，教員は記録を行う 学生全員 教員(助言)

皿の仕上げ，
貯金箱の施釉

皿の口をスポンジで滑らかに仕上げる。貯金箱に三号石灰釉をコ
ンプレッサー掛けし作品の裏に付いた釉薬を拭き取る。

学生全員 教員(指導)

ポイント9≫ 振り返り
参加学生7名に，今回の活動についての振り返りを行ってもらう
ため，アンケートの記入を行った。

学生全員 教員

4日後 皿の素焼き 素焼きをする（800℃，8時間） 院生1人

6日後
皿の施釉，
皿・貯金箱の本焼き

本焼きをする（1230℃，18時間） 教員(指導)

9日後
窯出し，ヤスリがけ，
仕上げ

皿・貯金箱を窯から出し，無釉部分である底をヤスリ掛けし滑ら
かにする。貯金箱にゴム栓をする。

院生1人(リーダー)，
院生1人

内容 作業者

当日

23日前

7日前
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図４ 貯金箱の組み立て１

ポイント１≫［授業内容の検討１］目的意識の把握 

 教員を中心に陶芸を専門とする学生とのミーティングを行い，本実践の確認と活動において児童に何を得てもら

いたいのかを明確にする。陶芸活動という言葉が先導してしまい，各々のイメージが固まってしまっているため，

目的を確認することにより最終目標への学生の導きや活動内容を検討する際どこに焦点をあてればよいのかを確

かめあう。 

ポイント２≫［授業内容の検討２］異学年集団への意識 

 学生から出てきた題材案をまとめると，ゼロから形をつくりだす題材と用意された素地に加飾する題材とにわけ

ることができた。３時間という決められた時間内で，子どもの集中力を考慮した授業の流れになっているか，それ

ぞれの必要作業時間を割り出し，以下の点にポイントをおきながら題材の検討を行った。 

（１）目的に沿っているか 

（２）発達の段階にあった題材であるか 

（３）材料は適切か 

（４）必要作業時間は適切か 

（３）環境や場の設定は適切か 

ポイント３≫［授業内容の検討３］主体性を高める 

 今回の活動は自分たちが主催するという意識をもたせるため，できるかぎり教員は介入せず，活動の目的や内容，

流れなどをリーダーから発表させる。自分たちで考えた活動内容を実践していくため目的を更に明確にし，目的に

向かう意識の向上が高められた。 

ポイント４≫［貯金箱の原形作り］安全性とデザインの追求 

貯金箱の絵付けは，実用性よりも絵付けによる鑑賞性が強くなることを確認した。原形となる形を家にし，出来

る限り児童の創造性を生かすことと使用時の安全性を考え，シンプルな幾何学形体で構成することにした。 

ポイント５≫［貯金箱素地作り（土の締め２回目，新聞代え）］より確実なものにする方法 

タタラ成形における失敗のひとつとして，土の締めが足りないことによる亀裂が生じることがあげられる。h18

×d14×w14㎝で７パーツの組み立てによる立体物を23個製作するためには，できる限り失敗を少なくすることが

必要である。そこで，土を締めるという作業を通常より１工程増やすことにした。通常土は１度締めればある程度

失敗を防ぐことはできるが，２度行うことで100％の成功率で製作することができた。 

ポイント６≫［貯金箱の成形＜組み立て＞］技能の習得 

７パーツを貼り合わせて製作する家形貯金箱は，タタラ成形としてはある程度

の技能が必要になってくる（図４）（図５）。今回は上級生による製作となったが，

同じものを繰り返し製作していくことで，大学の実習だけでは得られなかった技

能が修得できている。成形に関わった学生全員が，３つめまではなかなか形作る

ことが困難であったが，次第にできるようになったと言っている。 

− 312 −

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第26巻（2017）



清水 香：大学施設を活用した大学生・教員協働による児童向け工芸教育の展開 

 9

図５ 貯金箱の組み立て２ 

図６ 見本の下絵付け 

図７ 準備 

ポイント７≫［貯金箱見本下絵付け］発想の広がり 

参考作品づくりでは，児童の発想が偏らずに広がるよう，方向性の違う見本を

３点製作した（図６）。１人１点ずつ，３人が想う家のかたちを，抽象的表現で

表す者と具象的表現で表す者，そしてその中間表現で表す者と分け，それぞれが

理想の家や現在住んでいる家などを製作した。 

ポイント８≫［道具・会場準備，リハーサル］安全対策と授業構成の確認 

３時間のあいだに３つの活動で授業を進めるため，機能的で整頓された道具の

準備が必要となる（図７）（表７）。土を叩くという作業と外に出て自然物の採集

をしお皿に押し当てる作業，そして全員が終わったところで絵付け作業へと道具

類をすべて交換し，終わった児童からロクロ体験へ移り，時間になったところで

鑑賞の時間になる。この流れを止めることなく一連の作業として捉えながら，各

自の役割を確認する（図８）。特に，外へ出て自然物を採集する作業は，児童の

安全面を最優先に考えなければならない。採集場所を中庭と決め，学生１人に対

し児童２～３人を１グループとした。 

絵付けの際の失敗として考えられることは，絵具の濃さである。陶芸用下絵具

は粉状の顔料と水分を基本として精製されているため，絵具が多く盛られた部分

は釉薬が定着し難い。そのため，児童向けに絵具はやや薄めに調整し，何度も塗

り重ねることを可能にしている。 

ポイント９≫［振り返り］成果と課題の確認 

本実践に向けて２ヶ月という多くの時間をかけ当日を迎えたこの日に，そこか

ら得られた自身の成長を確認するために携わった学生へアンケートの記入をお願

いした。ひとつの目的に向かい協働しながらつくりあげてきたことを，ふり返り

ながら確認する。この成果と課題は，児童に向けた実践だけでなく，自身の成長

と日常における学習の場にも活かしていくことができる。 
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そして，学生の変化は実践や児童への想いとは別に，ひとつの目標に向けて人と協働することへの気づきにも 

表れている。「最初は“楽しそう”“何とかなりそう”という気持ちだったが，準備していく中で，自分の計画性の

なさや無責任さが原因で先生や先輩，後輩たちに迷惑をかけてしまい，このままではいけないなと思った。」，「準

備がなかなか進まない状態のリーダーに，どう声掛けしていくか考えるようになった。もっと早めに計画を立てて

準備を終わらせるという点を伝えるのではなく，気付かせてその後の行動を考えさせる声掛けを考えればよかっ

た。」，「子どもへの関わり方についても，事前に情報を共有しておけばよかった。」，「あまり手伝いができずに周り

に迷惑をかけてしまったので，自分のスケジュール管理を今後改善していかなければならないと思う。」といった

ような答えが出ているように，人との関わり方や自身の生活を見つめる機会になっていることが分かる。 

また，質問（６）の答えや準備段階における学生からの発言（表6）からわかるように，素地の用意や道具の準備の

なかで技能を習得している。アンケートには「タタラ成形の技術が向上したと感じた（土の硬さ，ドベの量，締め

方など）。」，「タタラの技術が上がった。竹ベラは有能な道具であると気づいた。」，「タタラで立体を作るコツがつ

かめた。鉄ベラの使い方がやっとつかめた。」，「初めてタタラを締めるという作業をやらせていただいた。タタラ

をつくったとき反ってしまわないよう平なもので押さえて乾かすようにしていたが，締めることで平らに保ちなが

ら，より丈夫なタタラが出来るような気がした。また，貯金箱の参考作品も作らせていただいたが，完成作品を見

ると，絵具の重ねすぎにより釉薬が剥がれてしまっており，初めての経験で勉強になった。」，「参考作品を作る時

に，絵具の扱い方があまりうまくいかず苦戦しました。しかし，絵具の使い方や作品づくりの方法など再確認する

ことができました。」とあるように，沢山の新たな自己課題に気付くこともできている。準備が児童への想いと現

在の自分の技量をみつめる時間となり，自ら考え得ようとする姿勢が表れたのである。 

実際に児童への陶芸活動を行い，自身が描いていたものと現実との違いから課題も多くみえてきている。まず一

つ目の気づきは，最終目標に向けてかかる時間の多さと質のよさである。わずか３時間だけの実施に向けて必要な

時間はどれくらいなのか，いくら多くの時間をかけてもその質を向上させなければならないということである。二

ヶ月という時間は必要であったかという質問に対して，「必要。まず，授業を成功させるために，授業構成を考え

たりしないといけないし，何回か試験的に実践しないといけないので，多くの時間が必要であると考える。」，「必

要。子ども達が陶芸に触れる数少ない機会なので，質の悪い活動はできないため。実際は準備に追われ，活動の流

れについての話し合いが足りなかったと感じる。興味が沸いてくる発問や作品の説明など深めていきたかった。子

どもたちの反応も様々な反応を考えておく必要があったと考える。」，「必要だったと思います。使う道具や粘土の

準備など，必要な物事が多いから。特に授業の一連の流れをどうするか，テーマや目的はどうするかを決めてから

準備にとりかかるため，時間はかなり必要だと思います。」，「必要だったと思います。2ヶ月の準備期間を設けて何

度も計画を立てていても，少し時間がずれることもあったので，準備期間が短くあまり計画が立てられていなかっ

たら，この活動は成り立たなかったと思います。」と，自ら振り返りを行っているのが分かる。 

二つ目の気づきとして，自身に回帰するということである。自身の研究や作品制作，または計画性や人との関わ

り，そして教育学部では必須となる教育実習に向けての意識の変化がこの活動から得られたようである。アンケー

トには，「困っているときにどのような声掛けをしていけばいいのか考える点で訳に立つと考える。どこまで干渉

してサポートしていいのか難しいところであるが，今後はもう少し効果的な声掛けができるようにしたい。」，「成

形の仕方や手法が自分の中に増えたので，もっと様々な作品がつくれそうです。」，「今回の活動が，教育実習直前

－ 319 －
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図８ リハーサル 

表７ 実践に向けた道具類 

貯金箱用土（古信楽土） 60㎏ お皿用土（古信楽土） 17㎏（１㎏×17人） ３号石灰釉

タタラ板（10㎜） ロクロ用土（古信楽土） ８㎏（４㎏×２台） 緑釉

個91栓ムゴ個71ルウボ糸切

枚71板手紙聞新

枚71布用板手規定角三

個631鋲画先剣

厚紙（型紙用） たんぽ用砂 3910ｇ（230g×17個）

枚71布用ぽんた漿泥

個71ロクロし回手櫛

トッセ２）入色７（具絵下き焼本ラベ木

本02各）細，太（筆色彩ジンポス

ヤスリ（320目） カップ 21個（７色×３ヶ所）

鉛筆（２B) 17本

枚71巾雑

）日後（具道要必）日当（物備準）でま日前（具道要必

 

 

 

 

 

 

 

 

4.実践の考察 

 児童向け工芸教育実践の準備をしていくなかで，学生は自ら学ぶ姿勢を得ていった。活動後，参加学生を対象に

アンケートを実施した。質問内容は以下の通りである。 

（１）児童への陶芸活動と聞いて，最初はどのようなものをイメージしていましたか？ 

（２）実際，今日行って（１）のイメージとは違っていましたか？ 

（３）準備に２ヶ月といった多くの時間を必要としましたが，その時間は必要でしたか？ 

（４）（３）について，なぜそう思いますか？ 

（５）準備のなかで，自分自身の気持ちに何か変化はありましたか？ 

（６）準備のなかで，自分自身の技術面で何か変化はありましたか？ 

（７）今回の活動が，今後自分のどの部分へ役に立ちそうですか？ 

（８）その他気づいた点などがあれば書いてください。 

 アンケートのなかでみえてくることは，やったことのないことに対するイメージの先行が生じているため目的が

明確になるにつれ現れる課題に対し，課題‐分析‐改善という問題解決を自ら行いながら進めているということだ。

質問（１）から，学生にとって子どもの陶芸活動というイメージは「大変そう」，「関心を持つのだろうか」，「技術

面での実態が把握できていないのに大丈夫だろうか」，「異学年同士の活動はできるのだろうか」といった自身の経

験と児童の発達の違いからくる造形思考面や技術面の捉えに不安を抱く反面，「楽しく意欲的に活動しそう」，「興

味を持ちそう」といった期待があったことが分かる。これが，２ヶ月という準備期間のなかで学生自身の気持ちに

変化が表れている。「子どもたちがどう楽しんでくれるか想像していると，どういう所に気をつけていくべきか更

にみえてきた。」という感想や，「初め，子ども相手に陶芸を教えるのは大変そうだとか，準備は間に合うのだろう

かといったマイナスのイメージが強かったが，準備が進んでいる状態を見た時自分の中でも当日のイメージが沸い

てきて，楽しそうだなと思うようになった。」，「小学生に，しかも学年バラバラな子どもたちにいかにして共通し

て楽しんでもらえるかということを考えるのが，こんなに難しいことだとは思わなかった。」と，準備をするなか

でイメージが現実へと変化していく様子が見て取れる。 
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そして，学生の変化は実践や児童への想いとは別に，ひとつの目標に向けて人と協働することへの気づきにも 

表れている。「最初は“楽しそう”“何とかなりそう”という気持ちだったが，準備していく中で，自分の計画性の

なさや無責任さが原因で先生や先輩，後輩たちに迷惑をかけてしまい，このままではいけないなと思った。」，「準

備がなかなか進まない状態のリーダーに，どう声掛けしていくか考えるようになった。もっと早めに計画を立てて

準備を終わらせるという点を伝えるのではなく，気付かせてその後の行動を考えさせる声掛けを考えればよかっ

た。」，「子どもへの関わり方についても，事前に情報を共有しておけばよかった。」，「あまり手伝いができずに周り

に迷惑をかけてしまったので，自分のスケジュール管理を今後改善していかなければならないと思う。」といった

ような答えが出ているように，人との関わり方や自身の生活を見つめる機会になっていることが分かる。 

また，質問（６）の答えや準備段階における学生からの発言（表6）からわかるように，素地の用意や道具の準備の

なかで技能を習得している。アンケートには「タタラ成形の技術が向上したと感じた（土の硬さ，ドベの量，締め

方など）。」，「タタラの技術が上がった。竹ベラは有能な道具であると気づいた。」，「タタラで立体を作るコツがつ

かめた。鉄ベラの使い方がやっとつかめた。」，「初めてタタラを締めるという作業をやらせていただいた。タタラ

をつくったとき反ってしまわないよう平なもので押さえて乾かすようにしていたが，締めることで平らに保ちなが

ら，より丈夫なタタラが出来るような気がした。また，貯金箱の参考作品も作らせていただいたが，完成作品を見

ると，絵具の重ねすぎにより釉薬が剥がれてしまっており，初めての経験で勉強になった。」，「参考作品を作る時

に，絵具の扱い方があまりうまくいかず苦戦しました。しかし，絵具の使い方や作品づくりの方法など再確認する

ことができました。」とあるように，沢山の新たな自己課題に気付くこともできている。準備が児童への想いと現

在の自分の技量をみつめる時間となり，自ら考え得ようとする姿勢が表れたのである。 

実際に児童への陶芸活動を行い，自身が描いていたものと現実との違いから課題も多くみえてきている。まず一

つ目の気づきは，最終目標に向けてかかる時間の多さと質のよさである。わずか３時間だけの実施に向けて必要な

時間はどれくらいなのか，いくら多くの時間をかけてもその質を向上させなければならないということである。二

ヶ月という時間は必要であったかという質問に対して，「必要。まず，授業を成功させるために，授業構成を考え

たりしないといけないし，何回か試験的に実践しないといけないので，多くの時間が必要であると考える。」，「必

要。子ども達が陶芸に触れる数少ない機会なので，質の悪い活動はできないため。実際は準備に追われ，活動の流

れについての話し合いが足りなかったと感じる。興味が沸いてくる発問や作品の説明など深めていきたかった。子

どもたちの反応も様々な反応を考えておく必要があったと考える。」，「必要だったと思います。使う道具や粘土の

準備など，必要な物事が多いから。特に授業の一連の流れをどうするか，テーマや目的はどうするかを決めてから

準備にとりかかるため，時間はかなり必要だと思います。」，「必要だったと思います。2ヶ月の準備期間を設けて何

度も計画を立てていても，少し時間がずれることもあったので，準備期間が短くあまり計画が立てられていなかっ

たら，この活動は成り立たなかったと思います。」と，自ら振り返りを行っているのが分かる。 

二つ目の気づきとして，自身に回帰するということである。自身の研究や作品制作，または計画性や人との関わ

り，そして教育学部では必須となる教育実習に向けての意識の変化がこの活動から得られたようである。アンケー

トには，「困っているときにどのような声掛けをしていけばいいのか考える点で訳に立つと考える。どこまで干渉

してサポートしていいのか難しいところであるが，今後はもう少し効果的な声掛けができるようにしたい。」，「成

形の仕方や手法が自分の中に増えたので，もっと様々な作品がつくれそうです。」，「今回の活動が，教育実習直前
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だったというのもあり，私は先輩方や同級生の子どもたちへの関わり方を中心に観察していた。子どもへの関わり

方は人それぞれで，それに対する子どもたちの反応も見ることができ，とてもいい勉強になった。また，教師の問

いかけに対し予想外の答えが返ってくるという場面もあったため，教育実習でそういった面の対策にも活かしてい

きたい。」，「これまで自分のための制作が多かったのですが，誰かのために，誰かに教えるという新たな視点で制

作することができ，視野が広がったように思います。」，「造形を通して子どもと触れ合う活動自体，９月から始ま

る教育実習にそのまま活かせるのではないかと感じた。子どもと上手に仲良くなれている人をみて，見習う点が多

くあり勉強になった。」，「教育実習前の予習になり，良い機会をつくっていただき感謝しています。」というように，

活動を通してすべては自分に帰ってくることの意味を感じていることが分かる。しかし，アンケートには現実的な

問題も多くみられた。「学生が準備を行う際，アルバイトや課題の合間を使っていた。」という記述があるように，

現代の学生は，日常的なアルバイトや大学の課題，部活動に忙しく，たった１日のためだけに行う長期的なボラン

ティアに取り組むことの難しさがあることは確かである。学生の機動性の確保は課題の一つであり，特に教育学部

は教育実習が必須であるため教育学部のカリキュラムのなかで行う難しさも感じた。 

 

5.おわりに 

 本実践によって学生が学んだことは，陶芸教育指導が陶芸の専門性を土台に強く求められているということの気

付きである。たとえば示範一つ取り上げてみても学生は思うようにならないところが多いことに気付いてきた。こ

のことは，自身の専門性の浅さにあるということへの自覚がうながされてきたということである。また，３時間の

工芸教育活動に向け２ヶ月という歳月をかけて取り組んできた準備過程のなかでの気づきも沢山あり，学内３週間

の教育実習では味わえないものもみられた。これらは，学生だけの大学施設という思いから踏み出し，一般の人や

児童との関係をもつ場に広げて自分を考えることによって，自分自身の専門性への取り組みの見直しや，今後の追

求態度づくりにつなげることができたといえる。 

一方，土という素材を扱う陶芸領域の教育実践で，特徴とそのよさにも気付いた。工芸は，直接手を道具として

追求することから，児童の内面の世界に直接的に働きかけることができるという特徴をもっている。指導にあたる

学生も同じく，手を道具として体感的に掴みながら指導にあたることができるため，感性と感性，心と心のふれ合

いのなかで教育の営みがなされていくことになる。このように，陶芸がもつ優れた教育の側面性と受け止めて今後

の追求を深め，提案していきたい。 
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